

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 １． 小 単 元 「 近 代 日 本 の 身 体 観 と 国 民 化 ～ 規 範 が 持 つ 権 力 を 考 え る ～ 」 教 授 書 試 案
１．対象科 目（時間配当） と単元 の位 置づ け
高等学校地理歴史 科日本史ＡyＢ（5時 間配 当）
学習指導要領 日本史Ａ： 内容 （３）イ 「近代産業の発展 と国民生 活」又 はウ「両大戦を めぐる国際 情勢 と日本」
学習指導要領 日本史Ｂ: 内容（６）イ 「政党 政治の発 展と大衆文化の形成」又 はウ「第二次世界大戦と 日本」
２．単元の目標
（１）能力 目標
近代日本社会における 「健康 」と「身体」に関 わる規範を事 例にし て，規範反省能力を育成す る。
（２）知識目標
ａ.概念的説明的知 識
①規範は，時代の社会や状況 の下で， 様々な語り としてっ くり 出される。
②規範は，集団や 諸個人を無 自覚 のうちに国家・社会 の仕組みや体制 の内に取り込み， さらにそうした仕組 みや 体制を維持し正当化
する主体へと形成していく権力を発 動する。
③規範は， ふさわしい行為 の達成を基 準に，集団・ 諸個人を正 常（普通）/異常， 妥当/非妥 当などに分類 する働きを通 して，力 に偏
りのある社会関係をつくり出す。
b.個別的説 明的知 識
①大正デモ クラシ ー期 （1900年 前後～1920 年 代） には 「体質改 善」規 範が， 総力 戦体 制期(1930 年 代～1945 年） には 「体力 増強」
規範 が様々な語りとしてっ くり出 された。
②大正デモ クラシー期は，帝国形成，工業化，都 市化， 大衆社会化が見られた 日本社会 の構造変 動期 であっ た。 この社会変動の 中で，
国家 （政府）， 企業，マ スメディア を通じて 「体質改善」 規範が発信 された。 そ の規範は，都 市の新中 間層を中核に 大衆が受け入
れ，規範 にふさわしい生活習慣を定着 させていっ たことにより，正当化 され維持 され た。
③総力 戦体制のも と， 戦争の遂行 と勝利 とい う目的のた めに， 国家 に管理 され るかたちで 「体力増 強」規範が動員 され た。 その規範
IJ.rJ｡|-1-　丶｀ f亠亠　r>ux-t≫-　　　.J　 ＝ ●-ヽ wゝ -　●fし回-　~~　　 ゛-p-- ‘＾　　--
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は ， 家 族 ， 学 校 ， 地 域 ， マ ス メ デ ィ ア を 通 じ て 作 用 し ， 国 民 の 自 発 的 な 服 従 を 引 き 出 す こ と に よ り ， 社 会 に 浸 透 し 維 持 さ れ た ．
④ 時 代 の 「健 康 」 規 範 に も と づ い て 実 践 さ れ た 人 々 の 日 常 の 生 活 習 慣 が ， 結 果 と し て 国 家 に 管 理 さ れ ， 「 健 康 」 を 強 制 さ れ る 身
-44･¶■XI 丶= 』 ¶ ・ － －　　,16--J . ¶as　aa l....　- ‥ ・ぶ吁1刄心| 健凩」 埖聡にﾓ ）とつ い7L奕践 された人々 の日常の生活習 慣が，結果 として国家 に管理 され，「健康」 を強制 され る身体を
正当化す るとともに， 意図せずに他者を差別し排 除する働きをした。
⑤時代 の 「健康 」規範 が，妥 当/非妥 当，正常 （普通）/異常 の規準をつ く り出し，「日本 国民」を， 普通 の者と異常 な者，役 に立つ
者 と役に立たない者， とい うよ うに序列化し，人 々の間に分裂した社会関係をつく り出し た。
３．単元の構成
パート ：授 業過程 学習問題 学習内容
導入：規範 の定義 と単元 の学習問題の提示 「規範」 と何か。 知 識目標a－ ①
パートＩ：特定 の歴 史状況 にお ける生活者 の
行為を規 定する規範の把握
大正デモ クラシー期と総力 戦体制期において 「健康 」や 「身
体」 に関す る規範 は，どのよ うな語り として示 され たか。
知 識目標b－ ①
パートＨ：規範 と時 代の社 会構造・システム
との相互 の関わり合い の分析
（大正デモ クラシ ー期， 総力 戦体制期の）それぞれ の時代の
「健康」 規範は， 時代 の国 家・社会 との関わり のなかで， な




パートⅢ：規範がっ く り出す社 会関係のおり
方 とそこ から生じ る社会問題の批
判的解明
大正デ モクラシ ー期から総力 戦体制期 にかけて， 国家が 必
要とし，管理し，っく り出してきた「健康」規範は， 時代 の
社会の人々を どのように結びつ け，逆に どのよ うに分 裂させ
たのか。時代 の「健康」 規範がっ くり出した人々の社会 関係




パート Ⅳ：自己が拠る規範 の反省 的吟味と再
定義
「健康」規範を めぐって， 私たちの社会生活でも同じ ような
問題を見出せるか。それ はなぜ 問題と言えるか。 そ うした問
題をふまえて，私た ちは 自分の行 為の拠り所となる規範の 選
択や人と人 との関 わりについて， どのよ うな見方・考え方を




策 の 不 十 分 さ の 隠 蔽
「健康」 規範 の再定義





















○ そ れ ぞ れ の 時 代 の 「 健 康 」 規 範 は
，
時 代 の 国
家 ・ 社 会 と の 関 わ り の 中 で
，
な ぜ 積 極 的 に 語
ら れ
，
人 々 の 間 に 定 着 し 維 持 さ れ た の か
。
----4S-- 一一一一----- 一一-一一---- 一------------- 一一一---≒------ 一一-------- 一一-4- 一一一一一一一
〇 資 料 ３ ・ ４ が よ く 表 し て い た 大 正 デ モ ク ラ シ ー
期 の 「 体 質 改 善 」 の 規 範 は
，
時 代 の 国 家
・
社
会 と の 関 わ り の 中 で
，
な ぜ 積 極 的 に 語 ら れ
，
人 々 の 間 に 定 着 し 維 持 さ れ た の かO
・ 人 が 健 康 を 意 識 す る の は
，
病 気 な ど 自 分 の 身
体 に 不 安 や 危 険 か お る こ と を 意 識 す る か ら で
あ ろ う
。 20
世 紀 に 入 る こ ろ か ら
，
人 々 の 命 を
脅 か し
，
後 に 「 亡 国 病 」 と い わ れ た 感 染 症 が
流 行 っ た
。
そ れ は 何 か
。
そ の 病 の 症 状 は ど の
よ う な も の か
。














・結 核。 結核菌 による慢性感染症。発熱 と
喀 血が典型的な症状で ある。 結核 の初感
染 は， まず肺で起こる。
・1900 年 前後から， 日本 の工業化 と都 市化
が急 速に進んだ。工場や 事務所な どが集
中す る大都市や産業都 市には，農村部か
ら多く の労働者 が集まってきた。埃や湿












































































































































































































































































































































































































































































14）森分孝治厂対抗イデオロギー教育」『教育科学社会科教育J N0.359,明治図書, 1992年, pp.119-124
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